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急成長を遂げる台湾の半導体設計業

アジア経済研究所 新領域研究センター
川上 桃子

1．台湾半導体ファブレス企業の興隆

2000 年代初頭の約 10 年の間に、台湾経済はエ
レクトロニクス産業への傾斜を深めた（川上
[2010]）。2000-2009 年の間に、製造業の名目
GDP に占める電子・電機製品部品製造業の比率
は 33% から 44% に上昇した。2008 年の輸出額お
よび製造業就業者数に占める電子電機製品部品の
比率は 30% 強に達している。今日の台湾経済に
占めるエレクトロニクス産業の地位は突出したも
のであり、このセクターの実態を把握することな
くして、台湾経済のダイナミズムを理解すること
は難しい。

逆に、世界のエレクトロニクス産業に占める位
置づけという視点からみても、台湾の存在感は傑
出したものである。多様な IT 機器の生産で、台
湾企業が主に受託製造の担い手として活躍し、抜
きんでた世界シェアを占めるようになっているこ
とは広く知られている通りである。また世界の半
導体産業も、台湾企業の存在をぬきにして語るこ
とはできない。2009 年の台湾企業による生産額
の対世界シェアは、ファウンドリで 67%、半導体
パッケージングで 50%、半導体テスティングで
78% であった（『2010 半導体年鑑』p.2-17）。

このように台湾経済に占める位置づけ、世界の
生産構造のなかで台湾が占める位置づけの双方か
ら注目される台湾エレクトロニクス産業の発展で
あるが、なかでも近年の注目すべき動向としてあ
げられるのが、半導体設計企業――いわゆるファ
ブレス企業――の興隆である。2009 年の世界の
半導体ファブレスの上位ランキングをみると、メ
ディアテック（聯發科技、世界4位）がクアルコ

ムや AMD に伍してトップ5にランクインして
いるほか、20 位以内には、ノバテック（聯詠科技、
同 11 位）、ハイマックス（奇景光電、同 12 位）、リ
アルテック（瑞昱半導体、同 13 位）、Mstar（晨星
半導体、同 14 位）が名を連ねている（セミコンポー
タルウェブサイト、原データ：IC Insights）。

これらの企業は、製品の重要な機能を司る基幹
チップのサプライヤーであり、自社で企画した製
品を受託企業に委託して生産してもらい、これを
マーケティングする事業形態をとっている点で、
従来の台湾エレクトロニクス産業の主柱であった
IT 機器の受託製造企業とは異なるタイプの企業
群である。さらに、メディアテックのように、チッ
プの側でシステム製品開発の難しさを大幅に引き
下げるための工夫を行い、中国の地場中小企業の
市場参入を誘発して、産業に新たなダイナミズム
を呼び込んだ革新的な企業も出現している。

本稿では、急速な成長を遂げる台湾の半導体設
計業の概況を紹介する。2では、産業レベルの資
料やデータを用いて台湾半導体設計業の近年の動
向を概観し、台湾のファブレス企業の興隆が台湾
半導体産業を特徴づける分業構造のなかからもた
らされたものであること、製品領域としては汎用
品（ASSP）に強く、中国に立地する顧客がシェア
を高めていることなどを指摘する。3では台湾を
代表するファブレス企業のプロフィールを紹介す
る。4は結びである。

2．台湾の半導体設計業：概観

（1） 産業内分業の申し子としての半導体設計
業の発展
本節ではまず、工業技術研究院の『半導体工業
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年鑑』を手がかりに、台湾の半導体設計業の概要
を整理していきたい。

広く知られているように、台湾の半導体産業の
特徴は、産業内分業の広範な発展にある。図1に
示したように、台湾では半導体の設計－マスク製
造－ウェファー製造－パッケージ－テストといっ
た付加価値創出活動の各段階が異なる企業によっ
て担われており、それぞれの工程に特化した多数
の専業メーカーが存在している。

このような産業内分業の発展は、長らく半導体
産業の支配的なビジネスモデルであり、日本の半
導体産業の主役となってきた垂直統合型の大型半
導体メーカー（IDM）の事業形態とは対照的なも
のだが、これが台湾の半導体産業の特徴であり、
かつ強みの源泉ともなっている。工程間分業の発
展によって新たな企業の活発な創業が可能になっ
ているからであり、台湾発の半導体ファブレス企
業の興隆もまた、この分業構造の基盤のうえに起
きている現象として捉えることができる。

なかでも重要なのが、1987 年に成立したファウ
ンドリ専業の台湾 TSMC（台湾積体電路）社の存
在である。同社が成立するまで、自社で工場を持
たない半導体設計企業は主に IDM に生産を委託
していたが、IDM はファブレス企業からの受託
をプライオリティの低い副業としてしかとらえて
おらず、ファブレス企業には十分なサービスを行
わなかったため、このことがファブレス企業の競
争力を制約する要因ともなっていた。

ウェファー加工に専念する TSMC の成立は、
ファブレス企業が直面していたこのような苦境を
変え、その成長に新たな可能性を拓くこととなっ

た。TSMC の成立に続いて、IDM であった台湾
UMC（聯華電子）も 1997 年に組織再編を行って
ファウンドリに移行し、これと前後して IC 設計
部門をノバテック、メディアテック等として独立
させた。後述するようにメディアテックやノバ
テックは台湾を代表するファブレス企業に成長し
ており、UMC の企業再編が台湾のファブレス企
業の興隆に果たした役割は非常に大きい。

逆に台湾のファウンドリの顧客構成をみてみる
と、2005 年の時点で、ファブレス企業が 71%、
IDM が 29% となっており（『2006 半導体工業年
鑑』p.9-19～9-20）、ファウンドリの成長がファ
ブレスの興隆と切っても切れない関係にあること
がみてとれる。クアルコムやブロードコムのよう
な米系の大手ファブレスと並んで、台湾のファブ
レスも TSMC や UMC の重要な顧客となってお
り、ファウンドリとファブレス企業の共存共栄的
な発展が、台湾半導体産業の発展を駆動してきた
主因の一つであることが分かる。

パッケージングやテストの専業企業の存在もま
た、台湾におけるファブレス企業の叢生を支えて
いる重要な要因である。やや古いが、2001 年の
データをみると、台湾のファブレス企業のパッ
ケージング工程の外注比率は 99.7%、テスト工程
の外注比率も 70% を越えていた（『2002 半導体工
業年鑑』p.8-13）。テストを自社で行うファブレ
ス企業も少なくはないが、多額の設備投資を必要
とするこの工程を外注できることは、ファブレス
企業の参入障壁を確実に引き下げており、その活
発な創業を誘発している。

台湾の過去数十年の産業発展の過程では、企業

交流 2011.5 No.842

― 2 ―

4 3180 263 15 15 45 32 36 37

出所）『半導体工業年鑑』2002 年版図 8-2,2010 年版 p.2-10 に基づき作成。
注）かっこ内は 2001 年の企業数→ 2009 年の企業数。

図1 台湾半導体産業の各工程の企業数（2001 年と 2009 年の比較）



間分業の発展が企業参入を後押しし、これがさら
なる企業間分業の発展を後押しするという循環的
なプロセスが観察されてきたが（Shieh[1992]）、
半導体産業においてもその傾向は顕著である。

特にこの産業では、関連企業が狭い地域に集中
して立地しているため、企業間取引コストの低減、
人材プールの発達、情報のスピルオーバーといっ
たいわゆる「集積の利益」の効果が顕著に現れて
いる。ファウンドリ、ファブレス企業、マスク製
造企業、パッケージング企業、テスト企業の多く
が新竹科学工業園区に集まっており、なかでも創
新一路・二路には台湾の IC 設計業の生産額の8
割を占めるファブレス企業が集中しているという

（呉・孫[2007,pp.109-110]）。伸び盛りの企業に
優秀なエンジニアが集まり、企業の垣根を越えて
同級生・友人のネットワークが広く張り巡らされ、
有望なベンチャー企業への出資に意欲的な投資家
が多数存在する新竹の半導体コミュニティのエネ
ルギーが、ファブレス企業の活発な創業を支えて
いる。

近年、このような産業のダイナミズムが最も顕
著に表れているのが、半導体設計部門である。
2001 年と 2009 年の状況を比べた図1から分かる

ように、他の工程の企業数が微減ないし微増にと
どまっているのに対して、半導体設計企業の数は
180 社から 263 社へと大きく伸びている。また生
産額の面での成長も著しく、約 1200 億元から約
3900 億元へと成長を遂げている（図2）。

このような設計セクターの成長の背後には、上
述のようなファブレス企業の身軽な創業を支える
台湾の産業環境とともに、半導体設計者の人材育
成への政策的な取り組みや、産学連携促進策と
いった台湾政府の後押しも挙げられる（堀切
[2005,pp.55-58]）。
（2） 製品領域、顧客の地理的分布

次に、台湾の半導体設計業の成長の背景を、そ
の事業構造、顧客構造の面からみてみたい。表1
には、台湾半導体設計業の製品タイプ別の構成を
掲 げ た。一 貫 し て ASSP（application specific
standard product、特定用途向けの汎用 LSI）が
9割を占めており、特定の顧客向けにカスタマイ
ズされた ASIC（application specific integrated
circuit）の比率は低いことが分かる。個々の顧客
ごとに開発する ASIC が、高品質を実現できる代
わりに高コストになりがちであるのに対して、
ASSP は、多くの顧客に共通するニーズを取り出
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出所）『半導体年鑑』各年版より作成。

図2 台湾半導体製造業と同設計業の生産額の推移



して製品化した標準品であり、コスト競争力が重
要なポイントとなる。台湾企業が得意とするの
は、この ASSP である。米・アイサプライのデー
タによれば、2009 年の世界の市場規模は ASSP
が ASIC の約4倍であった（『日経産業新聞』2010
年9月2日）。これに比べると、台湾の半導体設
計業が ASSP に大きく偏った構造を持っている
ことが分かる。

ASSP のなかではパソコン関連製品を中心とす
る情報処理機器向けの比率が最も高い。もともと
台湾のファブレス企業には PC 関連製品向けの
チップの設計から成長を開始した企業が多く、か
つての台湾ファブレス三傑と称された VIA（威盛
電子）、ALi（揚智科技）、SiS（ 統科技）はいず
れもデスクトップ向けのチップセット事業で成功
をおさめた企業である。またメディアテックもパ
ソコン内蔵型の光学ドライブのチップで初期の成
功をおさめた。

1990 年代以降、世界のパソコン市場では急速な
裾野の拡大とともに激しい価格競争が起きたが、
部品価格の低下の波のなかで、キーボードコント
ローラ、サウンド、電源管理の LSI チップといっ
た分野で、台湾のファブレス企業がコスト競争力

を武器に興隆するようになった（財訊[2007,91]）。
また、台湾企業が世界的なパソコンの受託生産の
担い手へと成長を遂げたことも、台湾のファブレ
スに有利に働いた。台湾のファブレス企業が、パ
ソコンメーカーのコスト低減のパートナーとし
て、そのサプライチェーンのなかに入る機会を得
たからである。

このような発展の経緯を反映して、現在でも情
報処理機器向け ASSP の占める比率は約4割と
高いが、趨勢としては 2000 年代を通じて徐々に
下がっており、製品分野が多様化しつつある傾向
がみてとれる。情報処理機器向けに代わってシェ
アが急上昇しているのが、デジタルカメラ、デジ
タルテレビ、デジタルフォトフレーム等のコン
シューマー・エレクトロニクス向け ASSP の比率
である。また、台湾ファブレス企業の旗手・メディ
アテックが高い世界シェアを獲得している通信向
け ASSP の比率も 2000 年代を通じて上昇し、2
割に迫っている。

表2には、顧客の地域別構成を掲げた。2000 年
代を通じて台湾の顧客が占める比率が約 20 ポイ
ント下がり、代わって中国（香港を含む）のシェ
アが6割近くにまで上昇している。これは、台湾
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表1 台湾半導体設計業の製品タイプ別構成（構成比）
単位：％

ASSP ASIC

合計
年 情報処理

機器向け
通信機
器向け

コンシュー
マ・エレク
トロニクス
製品向け

その他 小計 情報処理
機器向け

通信機
器向け

コンシュー
マ・エレク
トロニクス
製品向け

その他 小計

2001 64.0 11.5 14.7 1.7 91.9 1.7 2.6 3.3 0.5 8.1 100.0

2002 58.2 10.5 19.2 1.2 89.1 2.4 3.0 5.0 0.5 10.9 100.0

2003 58.0 9.2 26.7 1.4 95.3 1.5 1.5 1.2 0.0 4.2 100.0

2004 46.4 9.7 33.2 2.1 91.4 2.1 0.1 6.4 0.0 8.6 100.0

2005 43.1 11.6 33.1 1.9 89.7 2.5 1.0 6.8 0.0 10.3 100.0

2006 38.0 15.4 33.5 2.0 88.9 2.0 1.3 7.8 0.0 11.1 100.0

2007 40.0 16.0 32.0 1.5 89.5 2.1 1.4 7.0 0.0 10.5 100.0

2008 40.3 17.0 31.3 1.4 90.0 2.1 1.4 6.5 0.0 10.0 100.0

2009 40.1 18.4 30.3 1.4 90.2 2.3 1.3 6.2 0.0 9.8 100.0

出所）『半導体年鑑』各年版より作成。



企業の対中移転によって引き起こされた動きであ
るとともに、後述するメディアテックと中国の山
寨機メーカーの密接な取引関係や、中国の液晶テ
レビ市場での MStar のチップの浸透等にみられ
るような、台湾のファブレス企業と中国の地場企
業の取引関係の緊密化の現れでもある。

台湾のファブレス企業の強みは、価格競争力に
加えて、充実したサポート体制にあるといわれる

（堀切[2005,p.53]。特に、技術蓄積の浅い台湾や
中国の新興の製品メーカーは、チップベンダから
の技術サポートを強く必要としており、台湾の
ファブレス企業は、熱心なサポートの提供を通じ
て、これらの新興企業と緊密な取引関係を結んで
きた。台湾のファブレスはまた、新興の製品メー
カーとのインタラクションを通じて、技術蓄積の
浅いメーカーのニーズを汲み上げ、これを自社の
製品開発へとつなげることで、自社製品の魅力を
高めてもきた。

台湾のファブレス企業は、一方では台湾におけ
るファウンドリの存在に、他方では技術の供給者
とそのユーザーという関係を通じて密接なインタ
ラクションを持つ中国や台湾の新興の製品メー
カーの存在に支えられて、急速な成長を遂げてき
たのである。

3．代表的なファブレス企業の横顔：メディア
テックとノバテック

表3には、2009 年と 2005 年の台湾のファブレ
ス企業売上高上位 10 社のランキングを掲げた。
台湾のファブレス企業の事業領域は多様であり、
代表的な企業の選び方も、評価の尺度によって異
なりうる。また、台湾ファブレス企業のなかでも
業態は多様であり、例えば 2009 年6位の創意電
子（グローバルユニチップ）は設計サービスとい
う業態で頭角を現しつつある。

ここでは、売上高で台湾の1位、2位を占め、
それぞれ世界的にも4位と 11 位に位置するメ
ディアテックとノバテックを取り上げ、そのプロ
フィールを簡単に紹介したい。
＜メディアテック（聯發科技）＞

台湾ファブレスの雄であるメディアテックは、
UMC のパソコン用光学ドライブ向けチップ部門
が分離独立するかたちで 1997 年に設立された。
董事長の蔡明介は工業技術研究院を経て UMC に
勤務し、メディアテックの成立とともに董事長と
なり、以来、同社の舵を取ってきた。

メディアテックは、2000 年代前半に、パソコン
用光学ドライブ向けおよび DVD プレイヤー向け
の LSI チップで大きな成功をおさめた。特に
DVD プレイヤーでは、光ピックアップを中核に
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表2 台湾ファブレス企業の顧客の国別分布（構成比）
単位：％

年 台湾 中国/香港 北米 日本 韓国 東南アジア その他 小計

2001 51.3 28.6 3.0 4.2 6.9 3.6 2.4 100

2002 49.4 30.8 1.8 3.4 9.8 1.9 2.9 100

2003 45.4 33.5 3.0 3.5 10.5 1.5 2.6 100

2004 36.7 50.9 1.8 3.7 3.0 1.6 2.3 100

2005 34.0 54.8 1.3 3.0 2.4 2.5 2.0 100

2006 33.6 56.4 1.2 2.7 2.2 2.4 1.5 100

2007 32.9 56.9 1.4 1.4 2.8 2.5 2.1 100

2008 32.5 57.4 1.3 2.7 2.2 2.4 1.5 100

2009 32.8 57.8 1.5 2.5 2.0 2.1 1.3 100

出所）『半導体年鑑』各年版より作成。



した機構モジュールを三洋電機が、これを駆動す
るチップをメディアテックがそれぞれ提供し、両
社の製品を組み合わせれば、技術蓄積の浅い新興
メーカーでも DVD プレイヤーを開発・製造でき
るような技術環境を作り出すことで、多くの顧客
をつかんだ（小川[2007]）。メディアテックのチッ
プの市場シェアは、DVD プレイヤーの出荷台数
の伸びとともに上昇し、2005 年には 42% に達し
た（小 川 [2007,p.32 図 3。原 デ ー タ は TSR
Quarterly Report]）。

中国の地場企業にとってメディアテックのチッ
プが占めた位置づけのように、多数の企業の製品
開発・サービス提供の基盤となる製品は、「プラッ
トフォーム」（Gawer&Cusumano [2002]）と呼ば

れる。プラットフォームには製品の中核技術が詰
め込まれ、これを供給する企業は、産業の技術革
新のリーダー（プラットフォーム・リーダー）と
して、産業全体で強い支配力を持つことになる。
メディアテックは、DVD プレイヤー向けチップ
での成功に次いで、携帯電話向けのチップでも、
中国市場でのプラットフォーム・リーダーとして
の地位を確立することに成功した。具体的には、
2000 年代半ばにベースバンドチップ、種々のアプ
リケーション、電源管理、メモリといった多様な
機能を盛り込んだ統合度の非常に高いプラット
フォームを開発し、利便性の高いレファレンス・
デザインと合わせて中国の中小携帯電話メーカー
に大量に供給して（安本[2010]pp.107-108、許・
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表3 台湾のファブレス企業売上高上位 10 社
＜ 2009 年＞
順位 企業名（中国語） （英語名） 創業年 売上高（億元） 主要製品

1 聯發科技 Media Tek Inc. 1997 773 携帯電話、光学ドライブ IC

2 聯詠科技 Novatek Microelectronics Corp. 1997 270 液晶パネルドライバ

3 奇景光電 Himax Technologies Inc. 2001 255 液晶パネルドライバ

4 群聯電子 Phison Electronics 2000 245 フラッシュメモリコントローラ

5 瑞昱半導体 Realtek Semiconductor Corp. 1987 203 ネットワークコントローラ

6 創意電子 Global Unichip Corp. 1998 83 設計サービス

7 立錡科技 Richtek Technology Corp. 1998 80 電源管理 IC

8 瑞鼎科技 Raydium Semi-conductor Corp. 2003 78 液晶パネルドライバ

9 凌陽科技 Sunplus Technology 1990 74 DVD、STB、テレビ向けコントローラ

10 鈺創科技 Etron Technology Inc. 1991 73 メモリ（DRAM 等）

出所）『2010 半導体年鑑』。

＜参考：2005 年＞
順位 中国語名 英語名 売上高（億元）

1 聯發科技 Media Tek Inc. 465

2 聯詠科技 Novatek Microelectronics Corp. 260

3 威盛電子 VIA Technologies 191

4 凌陽科技 Sunplus Technology 188

5 奇景光電 Himax Technologies Inc. 178

6 統科技 Silicon Integrated Systems Corp. 115

7 瑞昱半導体 Realtek Semiconductor Corp. 106

8 鈺創科技 Etron Technology Inc. 67

9 群聯電子 Phison Electronics 63

10 智原科技 Faraday Technology Corp. 57

出所）『2006 半導体年鑑』。



今井[2010]）、瞬くうちにシェアを高めた。
メディアテック以前にも TI のような欧米企業

がプラットフォーム・ビジネスを手がけてはいた
が、メディアテックのプラットフォームは、技術
力の低い零細業者にとって格段に使いやすく、か
つカメラ・動画・音楽プレイヤー・タッチパネル
といった多様な機能の搭載を可能にする非常に魅
力的なプラットフォームであった。

メディアテックのプラットフォームの登場は、
広東省深圳一帯における「山寨機（山寨とは昔の
盗賊等が根城とした山の中の砦との意味）」と呼
ばれる違法なコピー製品をつくる企業群の成長を
誘発した。2007 年の時点でメディアテックの
チップは中国企業のつくる携帯電話の4割以上で
採用されており（許・今井[2010,219]）、特に山寨
機メーカーの大多数は、メディアテックのチップ
を用いているといわれている。山寨機メーカーの
多くは、製品の外観をデザインするだけであり、
メイン基板や金型の製造は、ほぼ全て外部企業に
外注している。

メディアテックのプラットフォームをもとに携
帯電話のメイン基板を作るのは、多くの場合、中
国のデザイン・ハウスの役割である（許・今井
[2010]）。デザイン・ハウスは基板の設計だけで
はなく、受託製造企業と提携して完成基板を山寨
機メーカー等に供給するという重要な役割を果た
している。

山寨機のなかには、轟音のような着信音が鳴る
ため、農作業中にあぜ道に置いておいてもよいと
いう「雷鳴携帯」や、偽札検査用の紫外線発光機
つきの携帯電話といった奇妙奇天烈な製品がある
が、深圳の町工場が、このような思いつきのアイ
ディアを次々と商品化して市場に送り出すことが
できるのは、ひとえにメディアテックが提供する
プラットフォームの存在ゆえであり、またこれを
基盤として、中国内での広範な工程間分業が発達
しているからなのである。

初期のパソコン用光学ドライブ向けチップでの
躍進から、DVD プレイヤー、そして携帯電話で
の成功にいたるまで、メディアテックは常に、市
場が一定の規模にまで拡大したタイミングを見計
らって市場参入し、顧客――特に技術力の弱い新
興の顧客でもそれを用いることですぐに高機能の
製品を開発できるようなチップ、ソフトウェア、
リファレンス・デザインのパッケージを提供する
ことを通じて、市場での主導権を握ってきた（大
槻[2007]）。これは、価格競争力を求められる汎
用型 IC である ASSP の特質にマッチした戦略で
あった。台湾に拠点を置き、台湾および中国のデ
ザイン・ハウスや携帯電話メーカーと緊密なイン
タラクションを有してきたメディアテックだから
こそ採りえた戦略であり、まさしく台湾発のファ
ブレス企業の面目躍如といった感がある。

長らく「山寨王」と呼ばれ、中国の違法コピー
製品のイメージと結びつけられてきたメディア
テックであるが、ここ数年は、第三世代向け

（W-CDMA、TD-SCDMA）チップに力を入れて
おり、2009 年にはクアルコムとの合意に達して、
CDMA の主要特許を保有するクアルコムへのロ
イヤリティーの支払いなしに W-CDMA チップ
を作ることが可能になった。

また 2010 年には NTT ドコモから、次世代移
動通信技術である LTE のプラットフォームのラ
イセンス供与を受けており、先進国市場への参入
にも本腰を入れ始めている。蔡董事長はインタ
ビューのなかで、「2 G では先行企業にキャッチ
アップする後発組を支援する必要があった。一
方、LTE の機器を開発するのは、現時点において
は相当技術力が高い企業だ。我々がリファレン
ス・デザインを提供する必要はない」（中道[2010]）
と述べており、LTE のような分野では、使い勝手
のよいチップとリファレンス・デザインを武器に
新興企業に切り込んできた従来の戦略とは異なる
新たなアプローチをとるものと思われる。
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市場の変化、技術の変化が極めて速く、栄枯盛
衰の激しい半導体設計業の世界を、メディアテッ
ク董事長の蔡明介は「一代限りのボクシングチャ
ンピオン（一代拳王）」の世界と呼んだ（蔡口述・
林整理[2002]）。実際、表3からも分かるように、
2005 年の第3位、第6位の VIA と SiS は一世を
風靡した台湾のチップセットベンダだが、2009 年
には上位 10 社のランキングから漏れている。

しかし、蔡が率いる当のメディアテックは、着
実に製品ラインを多様化し、企業規模の成長と収
益力の確保に成功しつつある。2000 年代半ばに
立ち上げた液晶テレビ用チップ等でも地歩を固め
ており、企業買収にも力をいれつつ、着実に技術
の高度化、市場と製品分野の多角化を推し進めて
いる。

メディアテックは引き続き、台湾の半導体設計
業界のリーダーとして、また世界の携帯電話産業
の台風の目として、強い存在感を発揮していくも
のと思われる。
＜ノバテック、聯詠科技＞

中国語名の「聯」の字が示唆するように、ノバ
テック（聯詠科技）も、メディアテックと同様に
UMC からのスピンオフ企業であり、1996 年に同
社のコンシューマ・エレクトロニクス向け IC 部
門が分離独立して成立した企業である。同社の主
力製品は液晶パネルドライバー IC である。液晶
パネルドライバー IC は台湾ファブレス企業の主
力製品のひとつであり、表3の 2009 年のランキ
ングでも、ノバテックのほか、3位のハイマック
ス、8位のレイディアムといった有力企業がある。

ノバテックは成立当初、マウスやキーボード等
のパソコン周辺機器のコントローラチップを手が
けていたが、2000 年に TFT-LCD ドライバ IC の
製造に参入すると、これに集中的に資源を投じる
戦略をとって、台湾 LCD パネル産業の急発展と
歩調をあわせながら急速な成長を遂げた。親会社
である UMC からのサポートに加え、液晶パネル

メーカーである UMC 傘下の聯友と BenQ グルー
プの達碁が合併して 2001 年に成立した友達光電
が世界有数のパネルメーカーとなり、同社から大
量のオーダーを受けたことがきっかけとなって、
ノ バ テ ッ ク も 急 速 な 成 長 を 遂 げ た（財 訊
[2007,p.126]）。その後は、台湾の他の LCD パネ
ルメーカーとの取引も増やし、順調に業績を拡大
してきた。

パネルメーカーの多くは、基幹部品であるドラ
イバ IC の内製化やグループ化を進めており、友
達光電はライバルである奇美電子のグループ企業
であるハイマックスのドライバ IC を用いない、
逆に奇美電子は友達グループのレイディアムの
IC を採用しない、といった系列間の垣根がある。
これに対してノバテックの強みは、サムスンから
友達光電までと取引する顧客ベースの広さにあ
り、またその背後には同社の全方位路線を支える
優れた技術力がある（孫[2007,135]）。パネルメー
カーはしばしば、新型製品にはノバテックのチッ
プを用い、技術が安定した段階でグループ企業の
チップも採用するという。

このような技術力の一因としては、UMC 時代
からの技術蓄積もあげられよう。UMC からの独
立時に在籍していた 121 人のメンバーのうち、
2007 年の時点で 57 人が引き続きノバテックに勤
務していたというが（孫[2007,136]）、これは流動
性の極めて高い台湾半導体産業では珍しいことで
あり、このような人材の存在が、同社の強みのひ
とつになっているのではないかと思われる。

4．むすび

台湾エレクトロニクス産業の発展は、長らく、
米国・日本企業からの受託生産を引き受け、黒子
の役割に徹することを通じて実現されてきた。
iPhone や iPad 等のアップル製品の受託製造企業
として名高いフォックスコン、半導体ファウンド
リの TSMC および UMC、ノート型 PC 受託製造
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のクアンタやコンパルといった代表的な台湾の電
子メーカーは、いずれも米国・日本企業から生産
委託を大量に引き受けることで、世界的なプレイ
ヤーとなってきた。

このような受託生産を通じた企業成長と産業発
展の成果は高く評価されているが、一方でその限
界を指摘する声もある。台湾の産業発展を研究し
てきた瞿宛文は、台湾企業は、成熟したハイテク
産業に参入して「二番手企業」としての成長を実
現してきたが、R&D 集約的な戦略や自社ブラン
ド戦略を採るにはいたっておらず、今後も、R&D
活動や自社ブランド路線を追求するよりも、これ
まで培ってきた受託生産の高度化や多角化を追求
する経路依存的な道筋を歩んでいくであろうと予
想する（Chu[2009]）。

しかし、本稿でみた台湾ファブレス企業の興隆
は、Chu[2009]の台湾エレクトロニクス産業に関
するやや悲観的なシナリオとは異なる新たな産業
発展のダイナミズムを予感させる。これらの企業
は、製品の中核技術をつめこんだ基幹部品を自社
で企画し、受託企業に委託して生産してもらい、
これをマーケティングするなかで次の製品の企画
へとつながる情報を集めていくという事業形態を
とっている点で、従来の産業の主柱であった受託
製造の事業モデルとは一線を画す。さらに、メ
ディアテックのように、チップの側でシステム製
品開発の難しさを大幅に引き下げるための工夫を
行い、中国の地場中小企業の市場参入を誘発して、
産業に新たなダイナミズムを呼び込んだ革新的な
企業も出現している。Mstar の中国デジタルテレ
ビ市場への食い込みも注目される。台湾エレクト
ロニクス産業の発展の新たな段階を象徴する動き
として、ファブレス企業の興隆は大いに注目に値
する。
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